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原子力発電所に対する断層変位を起因とした事故シナリオの理解を深めることを目的として、加圧水型

原子炉（PWR）及び沸騰水型原子炉（BWR）の仮想プラントを対象とした事故シナリオの評価を行い、プラ

ントタイプによる断層変位シナリオへの影響の分析・検討を実施した。 

キーワード：断層変位 PRA (Fault Displacement PRA), 外的事象リスク (External event risk) 

1. はじめに  

著者らはこれまでに各種建屋（原子炉周辺建屋/制御建屋/廃棄物処理建屋/タービン建屋）、海水給水系

及び重大事故対処施設等から構成される仮想的な PWR プラントに対し、縦ずれ副断層を想定した断層変位

事象の炉心損傷シーケンスの評価を実施している[1]。断層変位により発生する事故シーケンスは、断層変

位の特徴（発生位置、縦ずれ、横ずれなど）だけでなく、被災するプラントタイプにより異なる。そこで、

本研究では仮想的な PWR 及び BWR プラントを対象に事故シナリオの評価を行い、プラントタイプの違いに

よる断層変位事象の事故シナリオへの影響分析を実施した。 

2. 事故シーケンス分析 

 プラントの継続運転または事故事象緩和の観点で重要な設備への影響が発生しうる副断層を想定したう

えで、以下の方法により事故シーケンスの分析を実施し、プラントタイプに応じた事故シナリオを整理し

た。 

・ 想定した断層変位による損傷/機能喪失の可能性のある設備および故障モードの特定[2] 

・ 損傷/機能喪失する可能性のある設備の情報にもとづき発生の可能性のある起因事象を分析・特定 

・ 損傷/機能喪失する可能性のある設備の情報にもとづき機能の劣化または喪失が発生緩和機能を

特定 

3.プラントタイプの影響分析  

仮想的な PWR プラントと BWR プラントを対象に事故シーケンス分析を行い、設計の違いから生じる事故

時シナリオの特徴を抽出することで、断層変位を起因とした事故シーケンスに及ぼすプラントタイプの影

響を分析した。 

 

 

 

 

 

 

  

 

図１ 断層 PRA における事故シナリオ評価の流れ   図２ 仮想 PWR プラント構成及び断層位置例 
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